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職
場
や
施
設
な
ど
で
よ
く
見

か
け
る
消
火
器
。 

 

火
災
の
初
期
消
火
に
威
力
を

発
揮
す
る
消
火
器
で
す
が
、
正

し
い
使
い
方
や
消
火
薬
剤
は
ど

の
く
ら
い
の
時
間
噴
射
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
？ 

 

一
口
に
消
火
器
と
い
っ
て
も

家
庭
用
か
ら
業
務
用
ま
で
様
々

な
大
き
さ
や
種
類
が
あ
り
ま
す
。

正
し
い
知
識
で
、
普
段
か
ら
よ

り
効
果
的
に
使 

用
で
き
る
よ
う 

に
し
て
お
き
ま 

し
ょ
う
。 

       

一
般
の
住
宅
に
つ
い
て
は
、
法

令
に
よ
る
消
火
器
設
置
の
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
消
火
器

は
初
期
消
火
の
道
具
と
し
て
最
も

一
般
的
で
身
近
な
も
の
で
す
。
火

災
か
ら
大
切
な
生
命
や
財
産
を
守

る
た
め
に
も
、
ご
家
庭
へ
消
火
器

の
設
置
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

 

    

現
在
、
消
火
器
に
は
「
住
宅
用

消
火
器
」
と
「
業
務
用
消
火
器
」

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
一
般
の

ご
家
庭
で
起
こ
り
え
る
多
く
の
火

災
に
対
応
で
き
、
維
持
管
理
が
比 

                      

較
的
容
易
な
、
住
宅
用
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
取
り
扱
い
も
簡
単
で

誰
で
も
操
作
で
き
ま
す
。 

使
用
期
間
や
使
用
期
限
が
本
体

に
表
示
し
て
あ
り
、
そ
の
間
は
点

検
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

本
体
の
見
や
す
い
位
置
に
、
天
ぷ

ら
油
火
災
、
ス
ト
ー
ブ
火
災
な
ど 

                      

適
応
す
る
火
災
が
絵
で
わ
か
り
や 

す
く
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。 

                            

※住宅防火対策推進協議

会が、住宅用防災機器に

ついて作成したガイドラ

インに適合すると承認し

た機器等に表示されるマ

ークです。購入の際の目

安にしてください。 

 

種類 住宅用消火器 業務用消火器

対象 一般住宅への設置用
法令で消火器の設置義務があ
る事業所用

外装
色に規制がありませんので、赤
以外の消火器もあります。

外面の２５％以上が赤色と決め
られています。

詰め替え 詰め替え不可 専門業者による詰め替え可能

対象外
使用

法令で消火器の設置義務があ
る事業所等に設置しても、消火
器として認められません。

一般住宅用として使用すること
もできます。

使用時間

消火器の種類とその特徴

いずれも概ね15秒前後です。（※機種・型式で異なります。）
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使
用
時
に
容
易
に
持
ち
出
せ
る
場
所

に
置
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
サ
ビ
の

原
因
に
な
る
湿
気
や
水
の
か
か
る
よ
う

な
場
所
、
コ
ン
ロ
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

火
気
の
す
ぐ
そ
ば
に
は
置
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。 

 

サ
ビ
や
キ
ズ
、
キ
ャ
ッ
プ
の
変
形
や

ゆ
る
み
等
、
不
良
箇
所
の
あ
る
消
火
器

を
使
用
す
る
と
破
裂
に
よ
る
人
身
事
故

な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。
専
門
の
業
者

に
廃
棄
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。 

    

消
火
器
は
、
廃
棄
物
処
理
法
に
よ
り
、

一
般
の
不
燃
ゴ
ミ
と
し
て
処
分
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
当
然
、
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
も
回
収
で
き
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
平
成
22
年
１
月
か
ら
、
有
料

で
古
く
な
っ
た
消
火
器
を
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
制
度
（
廃
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ス
テ
ム
）
の
運
用
が
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。 詳

し
く
は
【
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
セ
ン
タ
ー
】
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
消
防
本
部
予
防
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

℡
５
２-

０
１
１
９ 

予
防
係 

      

最
近
、
さ
つ
ま
町
内
で
も
消
火
器
や

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
不
正
取
引
が
相

次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。 

消
防
署
員
は
消
火
器
や
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
販
売
や
詰
替
え
目
的
で
各
家

庭
を
訪
問
し
た
り
、
業
者
に
点
検
依
頼

を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

も
し
、
消
火
器
や
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
販
売
に
業
者
の
方
が
訪
問
さ
れ
た

場
合
は
、
購
入
す
る
前
に
消
防
署
に
お

問
合
せ
下
さ
い
。 

              

                              

                              

業者が、「消防に頼まれて消火器

の詰替えに来ました。」と言って訪

問し、自宅にあった消火器を持っ

て帰った。その際に預り証を置い

ていった。その後、業者に電話を

すると「消火器はまた持ってく

る。」と言って電話を切られた。 

業者が、「消火器が１０年経ってサビ

がきているので買い換えたほうがい

い。他の家の方は買い換えていますよ。

買い換えていないの、あなただけです

よ。」と言われたので消火器を購入し

た。近所の方に聞いたら消火器の買い

換えは行っていなかった。 
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さ
つ
ま
町
で
は
、
昨
年
末
か

ら
今
年
に
か
け
て
火
災
が
非
常

に
多
発
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
５
月

20
日
現
在
、
８
件

の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
昨
年
１
年
間
の
総
発
生

件
数
の
９
件
に
迫
る
勢
い
で
す
。 

 

し
か
も
、
昨
年
１
年
間
で
３

件
だ
っ
た
建
物
火
災
が
、
今
年

は
す
で
に
４
件
も
発
生
し
、
約

１
，
８
０
０
万
円
の
損
害
が
出

て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
死
者
１
名
、
負
傷
者

２
名
（
昨
年
１
年
間
で
死
者
０
、 

負
傷
者
１
名
）
も
発
生
し
、
人 

            

     

的
に
も
大
き
な
被
害
が
出
て
い

ま
す
。 

 

ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
防

げ
る
火
災
は
必
ず
あ
り
ま
す
。

油
断
を
な
く
し
て
防
火
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。 

                     

      

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
火
災
の
発

生
を
早
く
知
り
逃
げ
遅
れ
を
防

ぎ
、
初
期
消
火
を
す
る
こ
と
で

大
切
な
財
産
等
を
守
る
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。 

 

平
成

23
年
度
は
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
て
い
た
こ

と
で
、
火
災
を
未
然
に
防
い
だ

事
例
や
逃
げ
遅
れ
を
防
い
だ
事

例
が
、
九
州
各
県
か
ら
１
３
０

例
あ
ま
り
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

               

                    

こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
お
く

と
、
自
ら
気
づ
く
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
隣
人
や
通
行
人
が
そ
の

警
報
音
で
火
災
に
気
づ
く
効
果

も
期
待
で
き
ま
す
。 

 

町
内
の
設
置
率
は

95
％
に

達
し
て
は
い
ま
す
が
、
い
ま
だ

４
０
０
世
帯
あ
ま
り
が
未
設
置

と
な
っ
て
い
ま
す
。
設
置
率
１

０
０
％
を
達
成
す
る
た
め
に
も

早
急
な
設
置
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

警
報
器
は
正
し
く
管
理
を
！ 

 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
電

池
が
切
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
や

異
常
の
時
は
、
音
や
光
で
知
ら

せ
て
く
れ
る
機
能
を
有
し
て
い

ま
す
。 

 

住
宅
用
火
災
警
報
器
か
ら
音

声
や
光
な
ど
の
警
報
が
鳴
っ
た

場
合
は
、
ま
ず
「
火
災
か
ど
う

か
を
確
認
」
し
、
火
災
で
な
い

場
合
は
、
取
扱
説
明
書
等
で
電

池
切
れ
あ
る
い
は
故
障
か
ど
う

か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
定
期
的
に
機
能
が
正
常

か
点
検
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。 

 

機
種
ご
と
の
詳
し
い
点
検
方

法
は
、
取
扱
説
明
書
ま
た
は
、

メ
ー
カ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

            

飲
酒
し
て
帰
宅
し
た 

男
性
が
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
に
火
を

点
け
た
ま
ま
寝
込
ん
だ
た
め
、

鍋
が
空
焚
き
と
な
っ
た
。 

隣
人
が
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
警
報
音
と
吹
き
出
て
い

る
煙
に
気
付
き
、
１
１
９
番
通

報
を
行
っ
て
い
る
。 

隣
人
の
呼
び
か
け
る
声
で

気
づ
い
た
男
性
に
よ
り
、
ガ
ス

コ
ン
ロ
の
ス
イ
ッ
チ
は
切
ら

れ
、
鍋
を
焦
が
し
た
だ
け
で
事

な
き
を
得
て
い
る
。 

（
鹿
児
島
県
） 

深
夜
３
時
10
分
頃
、 

店
舗
併
用
住
宅
の
１
階
居
間

か
ら
出
火
。 

１
階
及
び
２
、
３
階
で
就
寝

し
て
い
た
８
名
は
、
設
置
さ
れ

て
い
た
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
警
報
音
で
火
災
に
気
づ
い

て
１
１
９
番
通
報
を
行
い
、
い

ち
早
く
避
難
し
た
結
果
、
１
階

部
分
の
み
を
焼
損
す
る
被
害

に
と
ど
ま
っ
た
。
深
夜
の
火
災

に
も
関
わ
ら
ず
、
人
的
被
害
が

発
生
し
な
か
っ
た
。 

 

（
佐
賀
県
）

0

1

2

3

4

建物 林野 車両 その他

昨年
今年

建物 林野 車両 その他
昨年 0 3 1 1
今年 4 0 1 3
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分団長 下市 博彰 

副分団長 東 義弘 以下 12 名 

管轄～時吉地区 

※平成 24 年 4 月 1 日現在 

分団長 竹添 正光 

副分団長 松下 鉄夫 以下 15 名 

管轄～宮之城屋地地区の一部 

※平成 24 年 4 月 1 日現在 

 川原分団は、川内川と穴川に接していまして、平

成 18 年の大水害の際には床上浸水など、大きな被

害を受けています。このようなことから以前より、

水防、救助用のボートも配備されており、地域の皆

さまの安心と安全のため日々努力しているところ

であります。 

 また、水槽付消防車も配備されており、住民の生

命と財産を守るためにさらに精進してまいります。

 今年 3 月には新しい消防車庫も完成し、ここを拠

点に地域の皆さまと共に予防消防に努めてまいり

ます。 

 我々、時吉分団は団員 12 名です。平成 18 年

度には県の消防操法大会で 4 位に入賞しました。

長期間の練習でしたが、団員一人ひとりが協力

し、一致団結した結果だと思っています。現在で

も、団員は積極的に動いてくれます。 

 時吉地区はここ何年も火災がありません。これ

も地区民の火の用心の認識が高まっているから

だと思っております。 

 これからも支援隊の方々と協力し合って、予防

消防に努めてまいります。 

◆幹部異動（新分団長） 

○久富木分団長 田上 政喜 

○泊野分団長  宮田 裕司 

◆消防操法大会出場分団紹介 

【小型ポンプの部】 

 ○二渡分団 ○白男川分団 

 ○佐志分団 

【ポンプ車の部】 

 ○久富木分団 ○鶴田分団 

 ○神子分団 ○中津川分団 

今回の組織再編により、柊野分団が宮之城東部方面隊から鶴田方面隊に編入されました。これに伴い、

柊野地区で火災があった場合は、これまでの柊野・湯田・平川分団ではなく、鶴田方面隊のサイレンが

一斉吹鳴されますのでご注意ください。 

また、薩摩方面隊の定数等の見直しも行なわれ、さつま町消防団の団員定数が４８３名から４５２名

になりました。 
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今
回
は
、
町
内
の
小
中
学
校
か
ら
71

点
の
応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
最
優
秀
賞
に
流
水
小
学
校
２
年
の

小
原
莉
乃
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。 

◎
優
秀
賞 

池
山 

日
南
子
（
永
野
小
） 

◎
入
選 

 

福
永 

優
希
（
柏
原
小
） 

 
 

 
 

 

宮
脇 

咲
久
也
（
中
津
川
小
） 

 
 

 
 

 

市
來 

里
穂
（
平
川
小
） 

 
 

 
 

 

北
園 

知
輝
（
白
男
川
小
） 

 
 

 
 

 

上
野 

愛
里
（
流
水
小
） 

 
 

 
 

 

片
野 

美
帆
（
鶴
田
中
） 

◎
防
火
賞 

楠
元 

綾
乃
（
中
津
川
小
） 

 
 

 
 

 

竹
下 

海
月
（
中
津
川
小
） 

◎
消
防
長
賞 

松
田 

真
治
（
宮
之
城
中
） 

※
学
校
学
年
は
表
彰
当
時 

            

                                

                            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

見事な規律で整頓し町長の観

閲を受ける消防団員。 
【平成 24 年消防出初式】 

宙吊りでロープ渡りに挑戦！女

の子だって頑張ります。 
【さつまフェスタでイベント】 

空気呼吸器を着けて濃煙の中

を救助に向かいます。 
【宮之城中職場体験学習】 

かぐや姫の稲森茜さんがＪＡ

農業祭で火災予防に貢献。 
【かぐや姫が一日消防署長】 

ＪＡ農業祭にかわいい鼓笛演

奏で出演し防火ＰＲに一役。 
【旭保育園幼年消防クラブ】 

大きな声で「火の用心！」町をパ

レードして防火を呼びかけ。 
【防火パレード】 


